
 

 

 

 

ＰＥシリーズ３ 

吸収補正しないＰｌｏｙｅｔｈｙｌｅｎｅ極点図のＯＤＦ解析から 

吸収係数を算出し再補正 

 

 

 

吸収補正しない ODF解析結果（ＰＥシリーズ２） 

 

正しい解析結果（ＰＥシリーズ１を参考にしてください） 

 

 

本来補正すべき吸収補正を行わないで ODF解析すると VF%のＥｒｒｏｒが大きくなっている。 

更に、ＯＤＦ解析の最大方位密度も大きな値を示している。 

吸収補正が足りないと、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアにて、 

 反射法は右上がりになり、透過法は左上がりになる。 

 この結果を見て、対策を考えなければなりません。 

 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ(Ver2.30)により 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正（多項式近似）＋再吸収補正機能により改善されます。 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月２２日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 



概要 

 高分子材料の極点測定では、反射極点図、等価極点図が測定され、透過極点図と反射極点図を接続し 

   完全極点図による ODF解析が行われている。 

   本資料では＜０２０＞Ｆｉｂｅｒ極点図（面配向 VolumeFraction５０％）を作成し TD軸回転(９０度) 

   から軸配向極点図を作成し、逆吸収補正を行った反射極点図、透過極点図の ODF解析を比較した。 

   この逆吸収補正 ODF解析結果から再ｄｅｆｏｃｕｓ＋計算吸収補正により解析を行う。  

 

逆吸収補正を行った反射極点図 

 

   スタートは上記データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逆吸収補正反射極点図をＬａｂｏＴｅｘで解析 



 

 

 

 

 

 

 

ValueODFVF(Ver2.30)により吸収係数ｘ厚さ＝ｍｕｔを算出 



 

 極点図の外側が上がっているため、吸収の影響を受けている 

 {311}極点図をｄｅｆｏｃｕｓ計算機能（多項式近似）で補正した極点図とＯＤＦ入力極点図から 

 ｍｕ＊ｔを計算する。 

 

 ＯＤＦ入力極点図を選択し、多項式近似による補正を行う。 

 

 



 

入力極点図に吸収補正を行い、多項式で近似補正した極点図に近くなるｍｕ＊ｔを計算 

 

このいｍｕｔで入力極点図を再補正を行い、ＯＤＦ入力データを作成する 

 

 

 

 



 

  

 

 

 



ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで確認 

 

 

VolumeFraction 

 


